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研究の動機
－積乱雲のCl過程を議論するために好都合な
孤立した単一積凱雲のみに特化し積雲段階から
消滅段階を網羅した観測研究はこれまでにみられない．
．一般風の弱い夏季晴天時に孤立して発生する積乱雲に
対象を絞り，発生・発達と衛星可視／赤外ラピッドスキャン
イメージを対応させて，その成長過程を調べた
－本発表では、2010年8月23日に千葉県市原市付近で
発生した孤立積乱雲の事例解析を紹介する．
2010年8月23・日午後の事例
（孤立積乱雲の発生・発達・消滅）
防衛大サイトから小林教綬拘置影合成写真
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研究の背景
米国で見られるような大規模な対流系の事例に対して、
衛星ヂータを用いた積乱雲CI(ConvectiveInitiation）の
ナウキャストの研究が進められている．
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1地上カメラ
監視カメラ（動画）とデジタルカメラ（静止画）
2. X帯ドップラー レー ダ（5分間隔14仰角）
3.多目的静止衛星（MTSAT-1R）ラピッドスキャン
－更新間隔：5分
・解像度（直下）：可視で0.01度，赤外で0.04度
・観測範囲：北緯25度～47度東経110度～150度
・データ取得期間：毎年6月～9月
（台風追跡時も）
衛星のスキャン間ふらつき補正
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生データ ふらつき繍正後
地上可視画像（動画） 防衛大サイトから割H~
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衛星元外輝度温度り金布
低温域のアンビルは北東方向に移流されている．
その中には、短小織”A”と”B”があり、微細構造が
認められる．
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等｛直線：衛星赤外緩皮温度（K)
・：衛星可視放射輝度ピーク位
衛星可視放射輝度ピーク健の変化
Cb発生 Firstecho 
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Time (JST) + first echoの位
衛星耳裡放射輝度ピーク値の変化
Cb発生 Firstecho Anvil 
" " 
14:12JST a1 ・14:42JST
T1 T<4 
14:22.』ST
l由来の変動を補足
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Kobayashi etal. 2012に加筆JST)
結論
2010年8月23日13:30JSTIこ発生した孤立積乱雲に
対して、可視画像とレーダーエコー， MTSAT-1Rラピッド
スキャンデータを対応させ、その成長過程を調べた．
1.衛星可視画像でも積乱雲の発生・発達が明瞭であり，
積舌L雲turretの変化を示唆するような可視放射輝度
の時間変化も認められた
2衛星赤外輝度温度分布から，アンビル内には微細
構造が確認された．
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2011年8月23日14:57JSTの仰角5.8度の反射強度
ご清聴頂き、ありがとうございました
おまけ
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